
 

 

 

 

 

２学期に向けて 

 出校日の子どもたちの様子を見ると、日焼けし 

てたくましく見える子、宿題等をやりきった表情 

を見せる子、休み中の思い出を楽しそうに語る子 

それぞれです。夏休みは残すところ 10日あまり 

となりました。少しずつ２学期に向けた生活のリ 

ズムをつくっていく時期となりました。 

生活の基本は「早寝・早起き・朝ごはん」、 

そして、毎日決まった時間の学習と運動です。 

心と体の状態を整えて２学期を迎えてほしいと思 

います。 

学校では８月初旬から、プールの改修工事と公共下水への接続工事が行われており、それぞれの工

期は 10月末と 12月末までとなっております。来校の際には通行等に不自由をおかけすることもあり

ますが、ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

天体観望 

 日頃の生活では、大人も子どもも仕事や勉強等でつい机や手先に視線が行き、「下を向いての生活」

が多くなりがちです。時には夜空を眺めて星を見ることは、気分の転換とともによい姿勢づくりにも

つながるのではないでしょうか。４年生の理科の教材には「夏の星」「月や星の動き」があります。今

年も津島天文クラブ様のご協力を得て天体観望の機会を以下のように設けました。 

・日 時 ８月２０日（水）19:00～20:30（雨天の場合は中止） 

・対 象 ４年生希望者（夜間のため、保護者同伴による参加となります） 

 

甚目寺でも肉眼で星を見たい 

 本年度の甚小だより第４号で以下のようなことを掲載しました。 

 

この後、１学期中にさらに多くの人が校長室を訪れ、少しでもよい条件で星空を見ることができる

とよいという思いから、手紙を書いてくれました。以下に紹介します。甚目寺のそれぞれの場所から

少しでも多くの星を見ることができることを願っています。 

 

 

あま市立甚目寺小学校 

平成 26年度 第７号 

平成26年 8月20日 

甚小だより 

明日咲くつぼみ 

【中庭のひまわり】 

【下水への接続工事】 

 5月 26日の朝礼で、野外活動の様子を紹介した際に「甚目寺では見られない星空を見ることができました」そして

「どうして甚目寺では見えないのでしょう。また、どうしたら星をたくさん見ることができるのでしょう」という話

をしたところ、早速数名の子が校長室を訪ねてくれました。 

・電気を消せばよい。 

・日と時間を決めて電気を消してもらうように呼びかけをする。 

・できるだけ多くの人にこのことを知ってもらう。そのために手紙などをつくって配る。 

などの意見を述べてくれました。できることをできる範囲でやってみようという輪を少しずつひろげていけるとよい

と考えています。 

 



【星空への思いを・・・】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業生の活躍 

 

 

 

 

 

「恩送り」は「恩返し」 

 

私たちが今日を迎えるまでには、ど

れだけ多くの人のお世話になってきた

ことでしょう。自分を生み育ててくれ

た親、人生の岐路で背中を押してくれ

た恩師や先輩、くじけそうになったと

きに励ましてくれた人・・・・。そこ

には「返しきれない恩」も「直接お礼

を言うことのできない相手」もあるの

ではないでしょうか。そうした場合、

恩人への感謝の心を「他の人への善意」

として送っていくことはできます。今

の自分にできることを通じて周囲に喜

びをもたらす「恩送り」は、間接的な

「恩返し」といえるでしょう。 

（ニューモラル 540号より） 

 

 

 

 

甚小キャラクター 

「じんちゃん」 

■星空情報（8月 20日ごろ） 

・ペルセウス座流星群（8月 20日くらいまで） 

・月は月齢 24（逆の三日月くらい） 

平成 20年度卒業生 

（7/23朝日新聞朝刊） 

 


